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漢
語
「
普
遍
」
に
つ
い
て
の
考
察
―
―
中
日
語
彙
交
流
の
視
点
か
ら
―
―
胡
新
祥
１
現
代
中
日
両
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
現
代
中
国
語
と
現
代
日
本
語
に
は
同
形
語
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。「
普
遍
」
と
い
う
言
葉
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
は
、「
①
〈
よ
く
あ
る
こ
と
、
一
般
〉、
②
〈
す
べ
て
の
も
の
に
共
通
す
る
〉」
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
有
し
て
い
る
。
前
者
は
日
常
生
活
で
よ
く
使
わ
れ
る
意
味
で
、
分
か
り
や
す
い
の
に
対
し
て
、
後
者
は
哲
学
・
倫
理
学
な
ど
学
術
用
語
に
限
定
さ
れ
た
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
義
の
微
妙
な
ズ
レ
が
現
代
中
国
語
で
な
ぜ
見
ら
れ
る
の
か
、
こ
れ
は
中
国
語
の
知
識
だ
け
で
は
到
底
解
釈
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
は
多
く
「
普
遍
的
」
も
し
く
は
「
普
遍
性
」
と
い
う
形
で
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
普
遍
妥
当
性
」「
普
遍
概
念
」
と
い
っ
た
哲
学
・
倫
理
学
の
概
念
も
あ
る
。「
普
遍
性
」「
普
遍
的
」
で
あ
れ
、
哲
学
・
倫
理
学
の
概
念
で
あ
れ
、
そ
の
意
味
は
い
ず
れ
も
〈
す
べ
て
の
も
の
に
あ
て
は
ま
る
さ
ま
〉
で
あ
る
。日
中
語
彙
交
流
史
上
か
ら
見
て
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
〈
よ
く
あ
る
こ
と
、
一
般
〉
と
い
う
意
味
が
日
本
語
で
見
当
た
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、「
普
遍
」
は
中
日
同
形
語
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
違
い
に
つ
い
て
、
現
代
語
の
知
識
だ
け
で
は
な
か
な
か
解
釈
で
き
な
い
。
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
「
普
遍
」
と
い
う
語
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
、
近
代
に
お
け
る
日
中
語
彙
交
流
史
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
小
論
で
は
中
日
両
国
の
言
語
資
料
を
利
用
し
て
、「
普
遍
」
の
語
誌
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。「
普
遍
」
の
語
誌
研
究
に
よ
っ
て
、
日
中
語
彙
交
流
の
構
図
の
一
端
が
少
し
で
も
明
ら
か
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
１.１
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
現
代
中
国
語
に
お
い
て
「
普
遍
」
は
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
例
え
ば
、
北
京
大
学
中
国
語
言
学
研
究
中（
１
）心の
現
代
中
国
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
て
み
る
と
、
三
八
〇
一
一
件
に
の
ぼ
る
用
例
が
あ
っ
た
。
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、『
現
代
漢
語
詞
典
』（
商
務
印
書
館
二
〇
一
二
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
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「
形
存
在
的
面
很
広
汎；
具
有
共
同
性（
２
）的。」（
形
容
詞
広
汎
的
に
存
在
し
て
い
る；
共
通
性
を
持（
３
）つ）
す
な
わ
ち
、「
①
〈
よ
く
あ
る
こ
と
、
一
般
〉、
②
〈
す
べ
て
の
も
の
に
共
通
す
る
〉」
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
前
者
の
用
例
に
は
、「
面
対
一
個
機
械
文
明
日
益
普
遍
的
社
会
」〈
機
械
文
明
が
日
増
し
に
全
面
化
と
し
つ
つ
あ
る
社
会
に
直
面
し
て
〉、「
肥
満
症
在
美
国
是
一
個
普
遍
性
問
題
、
軍
隊
也
不
例
外
」〈
ア
メ
リ
カ
で
は
肥
満
症
が
一
般
的
な
問
題
で
、
軍
隊
で
も
そ
う
だ
〉
と
あ
る
。
こ
れ
は
日
常
的
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
、
わ
か
り
や
す
い
用
法
で
あ
る
。
一
方
、
後
者
は
物
事
を
論
理
的
に
述
べ
る
時
に
し
か
用
い
な
い
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
毛
沢
東
の
哲
学
著
作
『
矛
盾（
４
）論』
に
は
「
矛
盾
的
普
遍
性
和
矛
盾
的
特
殊
性
的
関
係
、
就
是
矛
盾
的
共
性
和
個
性
的
関
係
」〈
矛
盾
の
普
遍
性
と
特
殊
性
の
関
係
は
即
ち
矛
盾
の
共
通
性
と
個
性
と
の
関
係
で
あ
る
〉
と
あ
り
、
ま
た
、「
凡
是
哲
学
的
真
理
都
是
普
遍
的（universal
）」〈
哲
学
上
の
真
理
は
す
べ
て
普
遍
的
で
あ
る（universal
）〉
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
は
似
て
非
な
る
意
味
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
代
中
国
語
の
中
に
は
、「
言
王
者
撫
有
四
海
、
宜
発
揚
其
徳
普
遍
万
物
（
５
）也」〈
王
と
い
う
者
は
四
海
（
天
下
）
を
有
し
、
其
の
徳
を
発
揚
し
、
万
物
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
〉
と
い
う
よ
う
に
、「
普
遍
」
と
い
う
語
は
す
で
に
存
在
し
て
い
る
、し
か
し
、「
普
遍
的
」「
普
遍
性
」
と
い
っ
た
言
い
方
は
も
ち
ろ
ん
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、「
普
遍
」
は
漢
籍
よ
り
仏
典
に
愛
用
さ
れ
て
お
り
、「
諸
佛
出
世
、
普
遍
大（
６
）千」〈
諸
仏
が
出（
７
）世し
、
大
千
世
界
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
〉
の
よ
う
に
、〈
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
〉
と
い
う
意
と
し
て
自
動
詞
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
仏
典
に
お
け
る
「
普
遍
」
と
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
と
は
意
味
上
で
も
使
い
方
で
も
か
な
り
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
普
遍
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
一
層
複
雑
に
な
る
。
１.２
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
一
方
、
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
に
つ
い
て
、
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
な
ど
で
調
べ
た
結
果
、
こ
の
語
は
単
独
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
く
、「
普
遍
的
」「
普
遍
性
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。「
普
遍
的
」「
普
遍
性
」
に
関
し
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
小
学
館
二
〇
〇
二
）
の
辞
書
記
述
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
〈
す
べ
て
の
も
の
に
あ
て
は
ま
る
様
子
〉
と
あ
る
。
確
か
に
、
筆
者
の
調
査
範
囲
で
も
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
「
普
遍
的
」「
普
遍
性
」
は
〈
す
べ
て
の
も
の
に
あ
て
は
ま
る
様
子
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
今
な
す
べ
き
は
憲
法
に
改
定
を
加
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
地
方
自
治
の
充
実
だ
。
沖
縄
や
福
島
の
問
題
は
、
全
て
の
地
方
の
問
題
に
共
通
す
る
普
遍
性
を
持
つ
」（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
四
月
二
十
一
日
）、「
英
国
を
自
由
、
民
主
主
義
、
人
権
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
普
遍
的
価
値
を
共
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
重
視
し
て
い
る
」（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
四
月
二
十
九
日
）
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
、
現
代
中
国
語
に
見
ら
れ
る
〈
よ
く
あ
る
こ
と
、
一
般
〉
と
い
う
意
味
は
存
在
し
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
ご
く
僅
か
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
や
や
特
殊
な
使
い
方
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。「
核
兵
器
の
残
忍
さ
と
い
う
広
島
・
長
崎
の
体
験
を
普
遍
化
さ
せ
、
世
界
の
平
和
実
現
と
核
廃
絶
へ
の
努
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
こ
そ
、
犠
牲
者
へ
の
最
大
の
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供
養
な
の
だ
。」（
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
五
月
二
十
五
日
）
に
お
け
る
「
普
遍
化
」
と
は
〈
広
島
・
長
崎
の
悲
惨
な
体
験
を
広
く
一
般
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
〉
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
、「
昔
は
難
し
い
治
療
だ
っ
た
が
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
か
な
り
普
遍
化
し
た
」（
朝
日
新
聞
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
七
日
）
の
「
普
遍
化
」
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
や
や
特
殊
な
使
い
方
が
あ
る
の
は
、
実
生
活
に
お
い
て
「
広
島
・
長
崎
の
体
験
」
や
「
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
な
ど
は
、
現
実
に
は
な
か
な
か
共
通
に
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、「
万
有
引
力
」
と
い
う
よ
う
な
法
則
は
確
実
に
す
べ
て
の
も
の
に
共
通
し
て
存
在
し
て
い
る
と
意
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
２
辞
書
記
述
辞
書
記
述
は
す
べ
て
が
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
普
遍
」
の
語
誌
を
あ
る
程
度
概
観
で
き
、
ま
た
、
調
査
の
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
調
査
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
日
中
両
国
の
代
表
的
な
辞
書
に
お
け
る
「
普
遍
」
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。
２.１
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
の
記
述
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
小
学
館
二
〇
〇
二
）
で
は
、「
普
遍
」
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
記
述
が
や
や
長
い
が
、
後
述
に
お
け
る
考
察
の
便
宜
上
、
す
べ
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
（
１
）（
―
す
る
）
ひ
ろ
く
ゆ
き
わ
た
る
こ
と
。
あ
ま
ね
く
万
物
に
及
ぶ
こ
と
。
＊
知
恩
院
本
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
〔
九
一
七
〜
一
〇
五
〇
頃
か
〕「
紹
隆
三
宝
、
遂
共
彼
、
普
遍
六
道
」
＊
妙
一
本
仮
名
書
き
法
華
経
〔
鎌
倉
中
〕
三
薬
草
喩
品
第
五
「
大
音
声
を
も
て
、
世
界
の
天
人
、
阿
修
羅
に
、
普
遍
（
フ
ヘ
ン
〈
注
〉
ア
マ
ネ
ク
）
し
た
ま
ふ
こ
と
、
か
の
大
雲
の
、
あ
ま
ね
く
三
千
大
千
の
国
土
に
お
ほ
ふ
が
こ
と
し
」
＊
文
明
本
節
用
集
〔
室
町
中
〕「
普
遍
フ
ヘ
ン
」
＊
世
界
平
和
を
主
題
に
〔
一
九
二
二
〕〈
千
葉
亀
雄
〉「
ロ
マ
ン
・
ロ
オ
ラ
ン
が
『
戦
を
超
越
せ
よ
』
の
警
語
は
〈
略
〉
世
界
主
義
を
普
遍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
完
成
が
望
ま
れ
る
」
（
２
）
一
定
範
囲
内
の
事
象
す
べ
て
に
共
通
し
、
例
外
の
な
い
こ
と
。
特
殊
に
対
し
て
い
う
。
＊
思
ひ
出
す
事
な
ど
〔
一
九
一
〇
〜
一
九
一
一
〕〈
夏
目
漱
石
〉
七
「
一
糸
も
乱
れ
ぬ
普
遍
（
フ
ヘ
ン
）
の
理
で
」
＊
日
本
国
憲
法
〔
一
九
四
六
〕
前
文
「
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
」
（
３
）（｛
英
｝universal
の
訳
語
）
哲
学
で
、多
く
の
事
物
に
共
通
の
性
質
ま
た
は
そ
れ
を
あ
ら
わ
す
概
念
。
↔
個
物
。
（
４
）
論
理
学
で
、
宇
宙
全
体
に
通
じ
て
あ
て
は
ま
る
名
辞
。
い
く
つ
か
の
特
殊
を
自
分
の
下
位
ク
ラ
ス
と
し
て
持
つ
一
つ
上
位
の
ク
ラ
ス
。
た
と
え
ば
「
日
本
人
」
に
対
す
る
「
人
類
」
を
さ
す
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
以
下
は
『
日
国
』
と
略
す
る
）
の
辞
書
記
述
を
見
る
限
り
、（
１
）
は
動
詞
的
用
法
、〈
広
く
一
般
に
及
ぶ
、
あ
る
い
は
広
く
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一
般
に
及
ば
せ
る
〉
と
い
う
意
を
表
す
。
し
か
し
、
筆
者
の
調
査
範
囲
で
は
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
動
詞
的
用
法
は
見
当
た
ら
な
い
。（
２
）
は
〈
あ
る
範
囲
の
事
象
す
べ
て
に
共
通
す
る
〉
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
は
現
代
日
本
語
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
普
遍
的
」「
普
遍
性
」
と
い
う
語
に
繋
が
っ
て
い
る
。（
３
）
は
、
哲
学
上
の
概
念
で
、
個
別
に
対
す
る
言
い
方
で
あ
る
。
（
２
）
の
意
味
を
哲
学
の
範
囲
で
特
化
し
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。（
４
）
は
論
理
学
の
概
念
で
、
特
殊
、
個
性
を
持
つ
も
の
に
共
通
す
る
属
性
を
指
す
。
例
え
ば
、
田
中
、
鈴
木
、
佐
藤
は
個
々
別
々
の
個
人
で
あ
る
が
、
日
本
人
と
い
う
共
通
の
属
性
を
有
し
て
い
る
。「
普
遍
的
」「
普
遍
性
」
と
い
う
言
葉
で
あ
れ
、
哲
学
・
倫
理
学
の
概
念
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
代
日
本
語
に
お
け
る
普
遍
の
根
幹
は
〈
あ
る
範
囲
の
事
象
す
べ
て
に
共
通
す
る
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
言
え
る
。
２.２
『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
述
次
に
、
参
考
と
し
て
中
国
の
『
漢
語
大
詞
典
』（
羅
竹
風
他
一
九
八
六
）
を
見
る
。
そ
し
て
、
辞
書
の
体
裁
を
統
一
す
る
た
め
に
、
こ
の
記
述
を
『
日
国
』
に
合
わ
せ
て
整
え
て
お
く
。
さ
ら
に
、
そ
の
用
例
に
は
成
立
年
代
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
も
対
照
で
き
る
よ
う
に
付
け
て
お
い
た
。
^
普
遍
pubiàn
。
猶
全
面
。
謂
広
汎
而
有
共
同
性
。〈「
全
面
」
と
も
い
う
。
広
く
一
般
で
あ
り
、
し
か
も
共
通
性
が
あ
る
こ
と
。〉
＊
譚
子
池
（
詩
）〔
唐
〕〈
郭
周
藩
〉「
普
遍
拯
疲
俗
、
丁
寧
告
親
知
。」
＊
周
易
正
義
・
序
〔
唐
〕〈
孔
穎
達
〉「
既
指
周
代
之
名
、
亦
之
普
遍
之
義
。」
＊
集
賢
賓
・
中
秋
（
套
曲
）〔
明
〕〈
陳
大
声
〉「
月
有
意
清
光
普
遍
、
人
幸
得
此
身
康
健
。」
＊
銅
墻
鉄
壁
・
第
十
一
章
〔
一
九
五
一
年
初
版
〕〈
柳
青
〉「
村
里
普
遍
地
点
着
了
灯
、
上
下
渠
有
幾
道
手
電
光
一
閃
一
晃
。」
『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
述
は
『
日
国
』
ほ
ど
理
路
整
然
で
は
な
い
が
、
筆
者
の
調
査
範
囲
で
現
代
中
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
は
驚
く
ほ
ど
日
本
語
と
の
類
似
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
創
造
能
力
是
人
人
具
有
的
潜
在
能
力
、
是
人
類
普
遍
存
在
的
能
力
」〈
創
造
能
力
は
す
べ
て
の
人
が
持
つ
潜
在
能
力
、
人
類
の
す
べ
て
に
共
通
し
て
存
在
し
て
い
る
能
力
〉
に
お
け
る
「
普
遍
」
は
、〈
あ
る
範
囲
の
事
象
す
べ
て
に
共
通
す
る
〉
と
い
う
意
味
を
表
し
、『
日
国
』
の
（
２
）
に
当
た
る
。『
日
国
』（
３
）
の
哲
学
概
念
に
関
し
て
、
中
国
版
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
と
さ
れ
る
「
百
度
百
科
」
で
は
、「
普
遍
与
特
殊
、
抽
象
与
具
体
、
共
性
与
個
性
是
三
対
哲
学
範
疇
的
概
念
」〈
普
遍
と
特
殊
、
抽
象
と
具
体
、
共
通
性
と
個
性
、
こ
れ
ら
三
つ
の
組
合
せ
は
哲
学
上
の
概
念
で
あ
る
〉
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
日
国
』（
４
）
の
論
理
学
概
念
と
し
て
の
「
普
遍
」
も
現
代
中
国
語
に
見
ら
れ
、『
辞
海
』（
一
九
九
九
）
で
は
「
普
遍
概
念：
同
単
独
概
念
相
対
。
反
映
某
一
類
対
象
的
概
念
。
其
外
延
是
由
両
個
以
上
乃
至
幾
多
分
子
組
成
的
類
。適
用
于
其
中
的
毎
一
個
分
子
。如：
人
、
革
命
、
城
市
、
行
星（
８
）等」〈
普
通
概
念：
単
独
概
念
に
対
し
て
の
概
念
、
某
類
の
対
象
を
表
す
概
念
。
以
下
の
訳
文
は
省
略
〉。
近
代
日
中
語
彙
交
流
史
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
高
度
な
類
似
性
は
偶
然
の
出
来
事
と
は
考
え
に
く
く
、
幕
末
・
明
治
時
代
の
日
本
で
成
立
し
た
新
し
い
意
味
用
法
が
中
国
に
輸
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
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３
先
行
研
究
辞
書
記
述
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、哲
学
・
倫
理
学
の
概
念
と
し
て
の
「
普
遍
」
は
、
近
代
新
漢
語
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
日
中
両
国
の
研
究
書
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
惣
郷
正
明
・
飛
田
良
文
『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』（
東
京
堂
一
九
八
六
）
で
は
、「
普
遍
性
」
「
普
遍
的
」
に
つ
い
て
下
記
の
記（
９
）述が
あ
っ
た
。
ふ
へ
ん
せ
い
普
遍
性
﹇
模
範
英
和
辞
典
・
明
４４
﹈U
niversality
。
﹇
哲
学
字
彙
〈
三
版
〉・
明
４５
﹈universality
。
▽
意
味
英
語
universality
の
訳
語
。
寺
田
寅
彦
の
『
笑
』（
大
正
１１
）
に
は
「
此
の
考
の
普
遍
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
居
る
訳
で
は
決
し
て
な
い
。」
と
使
わ
れ
て
い
る
。
ふ
へ
ん
て
き
普
遍
的
﹇
普
通
術
語
辞
彙
・
明
３８
﹈
英U
niversal
。
独A
llgem
ein
。〈
中
略
〉
完
全
と
か
、
円
満
と
か
、
無
制
限
と
か
、
一
般
と
か
云
ふ
普
遍
の
意
義
か
ら
演
繹
し
て
用
ゐ
れ
ば
語
謬
に
陥
る
こ
と
は
な
い
。
﹇
哲
学
字
彙
〈
三
版
〉・
明
４５
﹈cathoric
▽
意
味
明
治
時
代
の
新
語
。『
哲
学
字
彙
〈
三
版
〉』（
明
治
４５
）
に
は
「U
niversalconsent
普
遍
的
一
致
」
とU
niversal
の
訳
語
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』
の
記
述
を
見
る
限
り
、〈
一
定
範
囲
内
の
事
象
す
べ
て
に
共
通
す
る
〉
と
い
う
意
味
の
「
普
遍
」
及
び
哲
学
用
語
、
倫
理
学
用
語
と
し
て
の
「
普
遍
」
は
翻
訳
語
と
し
て
誕
生
し
、
成
立
し
た
可
能
性
が
大
き
く
、
特
に
「U
niversal
」
と
の
関
連
性
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
４
古
代
中
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
４.１
仏
教
用
語
と
し
て
誕
生
し
た
「
普
遍
」
筆
者
の
調
査
範
囲
で
は
、「
普
遍
」
と
い
う
語
は
、
仏
教
関
係
書
物
に
最
初
用
い
ら
れ
、
仏
典
を
漢
訳
す
る
際
に
造
語
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
１
）
蓮
華
尊
仏
複
放
身
毛
孔
光
。
一
々
毛
孔
出
六
十
億
那
由
他
百
千
光
明
。
其
光
微
妙
普
遍
十
方
。
（『
悲
華
経
・
転
法
輪
品
第
一
』
曇
無
讖
五
世
紀
）
〈
蓮
華
尊
仏
は
再
び
「
身
毛
孔（
１０
）光」
を
放
ち
、
す
べ
て
の
毛
穴
か
ら
無
数
の
光
が
放
た
れ
、
そ
の
光
は
絶
妙
で
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
普
遍
す
る
。〉
「
毛
孔
放
光
」（
通
身
放
光
と
も
）
は
仏
の
十
神
力
の
一
つ
で
、
一
切
の
毛
孔
よ
り
無
量
無
数
色
の
光
を
放
っ
て
、
皆
悉
く
遍
く
十
方
世
界
を
照
ら
し
出
す
こ
と
を
言
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
普
遍
」
の
意
は
〈
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
る
〉
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
（
２
）
石
室
東
南
二
十
四
五
里
至
大
涸
池
、
傍
有
？
堵
波
。
在
昔
如
来
行
経
此
処
、
時
有
弥
猿
持
蜜
奉
仏
、
仏
令
水
和
、
普
遍
大
衆
。
弥
猿
喜
躍
、
墜
坑
而
死
、
乗
茲
福
力
、
得
生
人
中
。
（『
大
唐
西
域
記
』
玄
奘
六
四
六
年
）
〈
石
室
の
東
南
約
二
十
四
、
五
里
の
と
こ
ろ
に
大
涸
池
が
あ
り
、
そ
の
傍
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に
窣
堵（
１１
）波（
卒
塔
婆
）
が
あ
る
。
昔
如
来
が
こ
こ
を
経
由
し
た
時
に
、
猿
が
蜜
を
以
て
仏
様
に
奉
っ
た
。
仏
様
は
水
で
割
っ
て
、
大
衆
に
普
遍
せ
よ
と
命
じ
た
。
猿
は
喜
ん
で
躍
り
、
池
に
墜
落
し
て
命
を
落
と
し
た
。
猿
は
こ
の
善
根
の
力
に
乗
じ
て
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。〉
用
例
（
１
）
の
「
其
光
微
妙
普
遍
十
方
」
の
自
動
詞
的
用
法
と
は
違
い
、
（
２
）
の
「
普
遍
」
は
「
水
で
割
っ
た
蜜
を
大
衆
に
あ
ま
ね
く
分
け
与
え
る
」
と
い
う
意
で
、
他
動
詞
的
用
法
で
あ
る
。
（
３
）
我
以
廣
大
勝
解
心
、
深
信
一
切
三
世
佛
、
悉
以
普
賢
行
願
力
、
普
遍
供
養
諸
如
來
。（『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
般
若
七
九
八
年
頃
）
〈
わ
た
し
は
広
く
て
通
達
す
る
心
を
以
て
、
過
去
世
、
現
在
世
そ
し
て
未
来
世
の
全
て
の
仏
を
深
く
信
じ
、
並
び
に
普
賢
菩
薩
誓
願
の
力
を
以
て
あ
ま
ね
く
一
切
の
仏
を
供
養
す
る
。〉
こ
の
「
普
遍
」
は
「
諸
如
來
」
に
か
か
る
た
め
、動
詞
的
用
法
で
は
な
く
、
「
あ
ま
ね
く
」
と
解
釈
す
べ
き
副
詞
的
用
法
で
あ
る
。
上
記
以
外
に
、
仏
教
の
根
本
原
理
と
さ
れ
る
「
色
不
異
空
、
空
不
異
色
、
色
即
是
空
、
空
即
是
色
。」
の
出
典
と
な
る
『
般
若
心
経
』
を
法
月
三
蔵
が
七
三
八
年
に
改
め
て
翻
訳
し
、「
普
遍
智
蔵
」
を
冠
し
て
『
普
遍
智
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
を
表
し
た
が
、
そ
の
書
名
に
も
見
え
る
「
普
遍
智
」
と
は
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
一
九
八
八
）
に
よ
る
と
、「
一
切
に
あ
ま
ね
く
満
ち
わ
た
る
智（
１２
）慧」
と
さ
れ
る
。「
普
遍
」
を
冠
す
る
仏
教
の
経
典
は
、
他
に
も
唐
の
時
代
の
訳
経
僧
不
空
が
翻
訳
し
た
『
普
遍
光
明
清
淨
熾
盛
如
意
寶
印
心
無
能
勝
大
明
王
大
隨
求
陀
羅
尼
經
』
が
あ
る
。
こ
の
「
普
遍
光
明
」
に
つ
い
て
『
仏
教
大
辞
典
』（
大
蔵
出
版
二
〇
〇
五
）
に
は
、「
佛
、
大
金
剛
須
彌
峰
樓
閣
に
在
て
一
切
大
衆
を
集
め
、
頂
毫
の
光
を
放
ち
、
十
方
一
切
の
佛
刹
を
照
し
て
大
神
呪
を
説
く
、普
遍
光
明
乃
至
大
隨
求
陀
羅
尼
と
名（
１３
）く」
が
見
え
る
。
さ
ら
に
、『
仏
教
漢
梵
大
辞
典
』（
霊
友
会
二
〇
〇（
１４
）三）
に
よ
る
と
、
仏
教
の
世
界
に
「
普
遍
三
界
最
勝
」「
普
遍
已
」「
普
遍
世
間
」「
普
遍
充
満
」
な
ど
「
普
遍
」
に
関
連
し
た
語
が
二
十
ほ
ど
存
在
す
る
。
「
普
遍
」
の
「
普
」
は
「
あ
ま
ね
く
」
と
い
う
意
で
あ
り
、
一
切
衆
生
を
救
済
す
る
仏
教
に
と
っ
て
非
常
に
相
性
の
良
い
言
葉
で
あ
る
。例
え
ば
、「
普
」
を
前
置
語
基
と
し
た
仏
教
関
連
語
は
「
普
化
」「
普
及
」「
普
救
」「
普
照
」
「
普
賢
」「
普
済
」「
普
通
」
な
ど
多
く
存
在
す
る
。
一
方
、「
遍
」
も
「
あ
ま
ね
く
」
と
い
う
意
を
有
し
、「
遍
布
」「
遍
在
」「
遍
照
」「
遍
身
」
と
い
っ
た
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
仏
教
用
語
と
し
て
誕
生
し
た
「
普
遍
」
は
同
義
字
に
よ
る
並
列
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
、
筆
者
の
調
査
範
囲
で
は
、
仏
教
用
語
「
普
遍
」
は
主
に
自
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
、「
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
る
」
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
る
。
無
論
、「
普
遍
大
衆
」
の
よ
う
に
他
動
詞
（
あ
ま
ね
く
分
け
与
え
る
）、「
普
遍
供
養
諸
如
來
」
の
よ
う
に
副
詞
（
あ
ま
ね
く
、
も
れ
な
く
）
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
４.２
一
般
語
と
転
用
さ
れ
た
「
普
遍
」
「
投
機
」「
普
通
」
な
ど
多
く
の
仏
教
用
語
が
一
般
語
に
転
用
さ
れ
た
よ
う
に
、
仏
教
用
語
と
し
て
誕
生
し
た
「
普
遍
」
も
使
わ
れ
て
い
く
う
ち
に
、
一
般
語
に
転
用
さ
れ
、
漢
籍
や
中
国
土
着
の
宗
教
で
あ
る
道
教
関
係
の
書
物
に
も
そ
の
姿
を
現
し
た
。
（
４
）
徳
発
揚
、
万
物
者
。
…
中
略
…
、
普
也
、
遍
也
。
言
王
者
撫
有
四
海
、
宜
発
揚
其
徳
普
遍
万
物
也
。
（『
礼
記
正
義
』
孔
頴
達
唐
）
〈
徳
を
発
揚
し
、
万
物
に
す
。
中
略
、
、
普
也
、
遍
也
。
王
と
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い
う
者
は
四
海
（
天
下
）
を
有
し
、
其
の
徳
を
発
揚
べ
し
、
万
物
に
普
遍
す
る
。〉
こ
の
「
普
遍
」
は
自
動
詞
的
用
法
で
、「
万
物
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
」
と
い
う
意
を
表
す
。
（
５
）
天
火
徹
光
、
地
火
烈
光
。
神
明
一
召
、
普
遍
萬
方
。
光
明
朗
照
、
追
運
五
方
。
身
佩
列
宿
、
上
接
天
罡
。
急
急
如
律
令
。
（『
道
蔵
太
上
三
洞
神
呪
巻
之
九
』
作
者
不
明
明
）
〈
天
の
火
は
徹
々
、
地
の
火
は
列
々
。
神
明
の
命
令
で
萬
の
方
向
に
普
遍
す
る
。
…
…
以
下
省
略
〉
こ
の
「
普
遍
」
も
「
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
（
６
）
是
晩
南
門
城
闡
神
之
真
身
示
現
、
萬
姓
聚
觀
。
至
夜
雨
大
澍
、
頃
刻
盈
尺
、
普
徧
千
里
。
歳
獲
全
稔
、
神
之
靈
至
矣
神
之
德
大
矣
。
（
李
月
枝
『
尋
甸
州
志
卷
之
八
』
一
七
二
〇
）
〈
夕
方
、南
城
門
に
神
様
が
現
れ
、見
物
人
が
集
ま
っ
た
。夜
に
至
っ
て
大
雨
が
降
り
注
ぎ
、
瞬
く
間
に
水
は
一
尺
を
超
え
、
千
里
に
普
遍
す
る
。
そ
の
た
め
、
大
い
に
収
穫
で
き
た
、
こ
れ
は
ま
さ
に
神
様
の
霊
験
に
よ
る
も
の
、
神
様
の
徳
に
よ
る
も
の
だ
。〉
上
記
に
示
し
た
よ
う
に
、
仏
教
語
の
「
普
遍
」
は
早
く
も
唐
の
時
代
か
ら
一
般
語
に
転
用
さ
れ
、
清
の
時
代
ま
で
延
々
と
続
い
て
い
く
。
そ
の
使
い
方
は
仏
教
に
お
け
る
使
い
方
と
同
じ
で
、
主
に
〈
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
〉
と
い
う
自
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
。
ま
れ
に
他
動
詞
と
副
詞
と
し
て
の
使
い
方
も
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
用
例
（
６
）
の
よ
う
に
「
遍
」
で
は
な
く
、「
徧
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、『
中
華
大
字
典
』（
中
華
書
局
一
九
一（
１５
）五）
な
ど
に
よ
る
と
「
遍
」
は
「
徧
」
の
異
体
字
で
も
あ
る
。
５
近
代
中
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
近
代
中
国
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
に
つ
い
て
申
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
中
心
に
調
査
し
た
。「
申
報
」
は
一
八
七
二
年
四
月
三
十
日
創
刊
、
一
九
四
九
年
五
月
二
十
七
日
廃
刊
、
中
国
近
現
代
史
の
百
科
全
書
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
新
聞
で
あ
り
、
時
期
的
に
も
ち
ょ
う
ど
近
代
中
国
語
の
変
動
期
を
カ
バ
ー
で
き
る
格
好
の
資
料
で
あ
る
。
５.１
「
普
遍
」
の
新
し
い
使
い
方
（
７
）
乃
昨
聞
嘉
興
府
城
内
紳
士
忽
集
多
人
將
耶
穌
教
人
毆
打
驅
逐
出
城
、
普
遍
貼
匿
名
榜
。
謂
如
有
人
將
屋
租
與
教
士
立
將
此
屋
拆
毀
云
云
。
（
申
報
一
八
七
七
年
十
一
月
二
十
一
日
）
〈
嘉
興
府
城
内
の
郷
紳
が
多
く
の
人
を
集
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
人
を
殴
打
、
城
外
に
追
い
払
っ
た
。
そ
し
て
匿
名
の
布
告
を
あ
ま
ね
く
貼
り
付
け
、
曰
く
「
家
屋
を
イ
エ
ズ
ス
会
の
人
に
貸
す
人
が
い
る
な
ら
、
直
ち
に
そ
の
家
屋
を
ぶ
ち
壊
す
云
々
」〉
（
８
）
自
來
一
物
必
有
一
物
制
之
、
此
天
地
生
成
不
易
之
理
也
。
神
農
經
云：
巴
豆
毒

汁
解
之
、
毒
菜
食
小
兒
乳
汁
解
之
、
獨
鴉
片
一
物
絶
無
善
治
之
法
、
滋
其
蔓
延
普
遍
中
土
。
（
申
報
一
八
九
一
年
七
月
六
日
）
〈
一
物
が
一
物
を
制
す
、こ
れ
は
天
地
が
成
し
た
不
変
の
理
で
あ
る
。
神
農
経
曰
く
、
ハ
ズ
の
毒
を

の
汁
が
解
く
、
毒
菜
を
小
児
の
乳
が
解
く
。
た
だ
ア
ヘ
ン
の
一
物
だ
け
に
は
直
す
方
法
が
な
く
、
な
す
す
べ
な
く
蔓
延
し
、
中
華
全
土
に
あ
ま
ね
く
及
ぶ
。〉
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上
記
の
（
７
）（
８
）
の
よ
う
に
「
申
報
」
の
早
い
時
期
の
用
例
は
、
例
外
な
く
古
代
中
国
語
の
使
い
方
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
使
い
方
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
（
９
）
眞
正
德
謨
克
拉
西
並
不
是
無
政
府
無
法
律
。
不
過
不
是
一
二
人
或
少
數
人
的
法
律
、
是
普
遍
的
法
律
、
人
人
的
法
律
。
無
論
男
子
婦
子
、
強
者
弱
者
、
官
僚
平
民
在
法
律
上
一
切
平
等
的
。
（
申
報
一
九
二
〇
年
六
月
四
日
）
〈
真
の
「
德
謨
克
拉
西
」（dem
ocracy
の
音
訳
）
は
無
政
府
、
無
法
律
で
は
な
い
。
で
も
、
一
人
か
二
人
あ
る
い
は
少
数
の
人
の
法
律
で
も
な
い
、
普
遍
的
法
律
、
人
々
の
法
律
で
あ
る
。
男
と
女
、
強
者
と
弱
者
、
官
僚
と
平
民
、
法
律
上
一
切
平
等
で
あ
る
。〉
（
１０
）
夫
科
學
之
方
法
者
、
一
言
以
蔽
之
曰：
以
觀
察
實
驗
及
分
門
別
類
之
法
、將
各
項
特
殊
之
事
實
一
一
聚
集
之
以
得
其
普
遍
之
原
則
也
。
（
申
報
一
九
二
六
年
一
月
五
日
）
〈
科
学
の
方
法
と
は
何
か
、
一
言
で
言
う
と
、
観
察
、
実
験
及
び
分
類
の
方
法
を
以
て
、
特
殊
の
事
象
を
一
々
集
め
、
普
遍
的
な
法
則
を
導
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。〉
（
１１
）
從
特
殊
到
普
遍
去
、
我
們
應
該
怎
樣
走

！
呉
先
生
已
經
指
出
了
一
條
路
、
就
是
從
士
話
（
特
殊
）
走
到
統
一
語
（
普
遍
）。
（
申
報
一
九
三
四
年
八
月
八
日
）
〈
特
殊
か
ら
普
遍
へ
、
我
わ
れ
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
！
呉
先
生
は
既
に
一
つ
の
道
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
方
言
（
特
殊
）
か
ら
共
通
語
へ
（
普
遍
）。〉
上
記
（
９
）（
１０
）（
１１
）
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
〈
一
定
範
囲
内
の
事
象
す
べ
て
に
共
通
す
る
〉
の
意
と
解
釈
す
る
べ
き
「
普
遍
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
、
新
し
い
「
普
遍
」
の
用
法
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
次
の
よ
う
な
三
つ
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
１
中
国
人
に
よ
る
も
の
２
来
華
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
翻
訳
語
３
当
時
の
日
本
語
か
ら
の
借
用
語
５.２
英
華
字
典
類
に
見
ら
れ
る
「
普
遍
」
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
申
報
に
見
ら
れ
る
「
普
遍
」
の
新
し
い
使
い
方
は
、
来
華
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
翻
訳
語
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
馬
禮
遜
（Robert
M
orrison
）、
衛
三
畏
（Sam
uelW
ells
W
illiam
s
）、
麥
都
思
（W
alterH
enry
M
edhurst
）、羅
存
德
（W
ilhelm
Lobscheid
）、
盧
公
明
（Justus
D
oolittle
）、
司
登
得
（George
Carter
Stent
）
等
、
早
い
時
期
の
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
英
華
字
典
、
そ
し
て
、
鄺
其
照
、
顏
惠
慶
、
赫
美
玲
（K
arlE.G.H
em
eling
）
等
の
英
華
字
典
を
精
査
し
た
。
筆
者
の
調
査
範
囲
で
「
普
遍
」
が
初
め
て
英
華
字
典
に
登
場
す
る
の
は
、
羅
存
德
（W
ilhelm
Lobscheid
）
の
『
英
華
字
典
』（
一
八
六
六
〜
六
九
）
で
あ
る
。
し
か
し
、「to
pervade
everyw
here
、
普
徧
等
」、「Pervading
、
普
徧
等
」
と
し
て
お
り
、こ
の
「
普
徧
」
は
従
来
の
〈
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
〉
と
い
う
意
で
あ
る
。
次
に
、
盧
公
明
（Justus
D
oolittle
）
の
『
英
華
萃
林
韻
府
』（
一
八
七
二
）
に
は
「on
every
Side
、
普
遍
」、「U
niversalknow
ledge
、
普
遍
、
事
無
不
通
」
が
あ
り
、
前
者
は
無
論
従
来
の
〈
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
〉
に
当
た
り
、
後
者
の
「U
niversalknow
ledge
」
に
対
し
て
「
普
遍
」
の
同
義
語
と
し
て
「
事
無
不
通
」（
知
ら
な
い
事
が
な
い
）
が
同
時
に
挙
げ
ら
れ
、
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や
は
り
こ
の
「
普
遍
」
も
「
あ
ま
ね
く
」
と
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
顏
惠
慶
の
『
英
華
大
辭
典
』（
一
九
〇
八
）
に
も
「
普
遍
」
が
見
え
る
が
、
「to
pervade
the
w
hole
w
orld
、
普
徧
天
下
」「throughout
、
普
徧
等
」「to
be
draw
n
outin
length
or
in
breadth,or
both
、
普
遍
」
「T
o
m
ake
universal
、
使
普
及
、
使
普
徧
」
な
ど
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
従
来
の
域
を
出
て
い
な
い
。
し
か
し
、
赫
美
玲
（K
arlE.G.H
em
eling
）
の
『
官
話
』（
一
九
一
六
）
に
至
る
と
事
情
が
一
変
し
て
、「universal
、普
徧
（
部
定
）」「U
niversalism
、
普
徧
論
派
（
部
定
、Ethics
）」「U
niversality
、
普
遍
態
（
新
）」
「Individual
H
edonism
、
箇
人
快
樂
論
派
（
部
定
）；
U
niversalistic
H
edonism
、
普
徧
快
樂
論
派
」「U
niversalistic
hedonism
、
普
徧
快
樂
論
派
（
部
定
、Ethics
）、
公
衆
的
快
樂
説
（
新
）」
等
、
新
し
い
意
味
の
「
普
遍
」
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
新
し
い
「
普
遍
」
の
語
が
一
気
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
赫
美
玲
（K
arlE.G.H
em
eling
）
に
よ
る
造
語
と
は
考
え
に
く
い
、
そ
し
て
何
よ
り
大
事
な
の
は
、
赫
美
玲
（K
arlE.G.H
em
eling
）
の
訳
語
は
ほ
と
ん
ど
に
（
部
定
）
か
（
新
）
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
。（
部
定
）
と
（
新
）
の
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、「《
官
話
》（
１
９
１
６
）
及
其
譯
詞
―
―
以

新
詞

部
定
詞

為
中
心
」（
沈
国
威
二
〇
〇
八
）
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
筆
者
に
よ
る
日
本
語
訳
を
示
し
、
該
当
す
る
原
文
を
脚
注
に
示
す
。「
ｃ
現
代
新
語
（m
odern
term
s
）
が
主
に
古
典
漢
語
と
日
本
語
に
由
来
す
る
、「
新
」
の
マ
ー
ク
を
付
け（
１６
）る」、「『
官
話
』
の
新
語
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
赫
美
玲
曰
く
、「
主
に
古
典
漢
語
と
日
本
語
に
由
来
す
る
」、
造
語
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
主
な
貢
献
者
は
来
華
宣
教
師
と
日
本
人
の
は
ず
で
あ（
１７
）る。」
と
沈
国
威
氏
は
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
部
定
詞
」
に
つ
い
て
は
、「
日
本
語
の
訳
語
が
部
定
詞
の
も
う
一
つ
の
主
要
ソ
ー
ス
、
部
定
詞
に
お
け
る
日
本
借
用
語
の
量
は
新
語
に
及
ば
な
い
が
、
名
詞
館
が
術
語
を
定
め
た
の
は
一
九
〇
九
〜
一
九
一
〇
年
、
そ
の
時
た
く
さ
ん
の
日
本
語
借
用
語
が
常
に
新
聞
に
使
わ
れ
、
あ
る
い
は
某
話
題
を
す
る
時
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い（
１８
）る。」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
意
味
の
「
普
遍
」
は
当
時
の
日
本
語
か
ら
借
用
し
て
き
た
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
６
日
本
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
古
典
日
本
語
に
お
け
る
「
普
遍
」
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
日
本
古
典
文
学
全
集
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
諸
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
一
般
語
と
し
て
使
わ
れ
た
痕
跡
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
古
代
中
国
の
仏
教
経
典
に
「
普
遍
」
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
仏
教
関
係
書
に
は
「
普
遍
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。こ
の
点
に
関
し
て
、
『
日
国
』（
小
学
館
二
〇
〇
二
）
の
用
例
を
見
れ
ば
、ま
ず
知
恩
院
本
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
妙
一
本
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
用
例
は
『
妙
法
蓮
華
経
』（
鳩
摩
羅
什
四
〇
〇
）
の
「
以
大
音
声
、
普
遍
世
界
天
、
人
、
阿
修
羅
、
如
彼
大
云
遍
覆
三
千
大
千
国
土
」
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
普
遍
」
は
『
文
明
本
節
用
集
』
に
も
見
え
、
中
田
祝
夫
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』（
勉
誠
社
一
九
七
九
）
を
確
認
す
る
と
、「
普
請
、
普
通
、
普
遍
」
と
並
び
記
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
仏
教
用
語
で
あ
っ
た
。
「
普
遍
」
が
仏
教
用
語
か
ら
脱
皮
し
て
、
一
般
語
と
し
て
実
際
に
文
中
に
使
わ
れ
始
め
る
の
は
一
八
九
〇
年
代
で
あ
る
、
（
１２
）
第
三
節
言
語
ハ
思
想
ノ
本
性
ヲ
開
示
ス
。
―
―
名
詞
ノ
考
究
―
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―
普
通
名
詞
ハ
、
普
遍
總
念
ヲ
現
ス
。
―
―
名
詞
（
總
念
）
ノ
外
延
。
本
荘
太
一
郎
『
俄
氏
新
式
教
授
術
』（
牧
野
書
房
一
八
九
一
）
（
１３
）
然
レ
ト
モ
「
人
間
は
合
死
な
り
」
ト
ノ
文
句
ニ
於
テ
ハ
、「
人
間
」
テ
フ
言
語
ノ
外
延
、
一
個
体
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
普
遍
ナ
リ
。
即
人
間
テ
フ
言
語
ノ
中
ニ
ハ
一
切
ノ
人
類
ヲ
包
有
ス
ル
コ
ト
明
カ
ナ
リ
。
本
荘
太
一
郎
『
俄
氏
新
式
教
授
術
』（
牧
野
書
房
一
八
九
一
）
筆
者
の
調
査
範
囲
で
は
、
上
記
の
『
俄
氏
新
式
教
授
術
』（
一
八
九
一
）
の
「
普
遍
」
が
実
例
と
し
て
最
も
古
い
。
そ
の
「
凡
例
及
ビ
序
言
」
に
は
「
此
書
原
名
ヲ
「
ヱ
ス
セ
ン
シ
ア
ル
ス
、
メ
ソ
ー
ド
」
ト
稱
ス
教
授
ノ
必
須
法
式
ト
云
ヘ
ル
義
ナ
リ
、
千
八
百
九
十
年
米
國
ボ
ス
ト
ン
府
ヒ
ー
ス
會
社
ノ
出
版
ニ
係
ル
。」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
原
著
『ESSEN
T
T
IA
LS
O
F
M
ET
H
O
D
』（GH
A
RD
ES
D
EGA
RM
O
一
八
八（
１９
）九）
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
原
著
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
用
例
（
１２
）
は
「LA
N
GU
A
GE
REV
EA
LS
T
H
E
N
A
T
U
RE
O
F
T
H
O
U
GH
T
.
―
A
ST
U
D
Y
O
F
T
H
E
N
O
U
N
.
―T
H
E
CO
M
M
O
N
N
O
U
N
EX
PRESSES
T
H
E
GEN
ERA
L
N
O
T
IO
N
.
―EX
T
EN
T
O
F
T
H
E
N
O
U
N
（N
O
T
IO
N
）」
に
当
た
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
普
遍
總
念
」
は
「GEN
ERA
L
N
O
T
IO
N
」、
つ
ま
り
「
普
遍
」
は
「GEN
ERA
L
」
の
翻
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
用
例
（
１３
）
の
「
普
遍
」
は
「
一
切
ノ
人
類
ヲ
包
有
ス
ル
コ
ト
」
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
〈
一
定
範
囲
内
の
事
象
す
べ
て
に
共
通
し
、
例
外
の
な
い
こ
と
〉
と
な
る
。
仏
教
用
語
の
「
普
遍
」
は
中
国
で
も
日
本
で
も
主
に
自
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
、〈
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
〉
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
俄
氏
新
式
教
授
術
』
に
お
け
る
「
普
遍
」
は
仏
教
用
語
の
字
面
を
借
り
つ
つ
も
、
英
語
「GEN
ERA
L
」
の
持
つ
〈
す
べ
て
の
も
の
に
共
通
す
る
〉
と
い
う
意
味
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
普
遍
」
は
仏
教
用
語
か
ら
近
代
概
念
を
表
す
新
し
い
漢
語
へ
と
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
１４
）
然
共
、
普
遍
の
贖
罪
な
く
ば
赦
罪
の
恩
恵
を
受
け
得
ら
れ
ざ
る
數
多
の
人
存
す
る
な
り
、
山
田
寅
之
助
訳
『
基
督
贖
罪
論
』（
教
文
館
一
八
九
六
）
（
１５
）
若
し
贖
罪
は
普
遍
な
り
と
せ
ば
、
其
普
遍
性
は
救
拯
學
上
の
一
切
の
事
實
と
符
合
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
山
田
寅
之
助
訳
『
基
督
贖
罪
論
』（
教
文
館
一
八
九
六
）
こ
れ
ら
も
、
早
い
時
期
の
「
普
遍
」
の
実
際
の
使
用
例
で
あ
る
。
文
中
の
「
普
遍
」
の
み
な
ら
ず
、『
基
督
贖
罪
論
』
の
第
八
章
「
政
治
説
」
の
第
五
欵
「
政
治
説
及
聖
經
の
事
實
」
の
第
四
節
は
「
贖
罪
の
普
遍
」、
そ
し
て
第
五
節
は
「
普
遍
の
恩
恵
」
で
あ
る
。
上
記
の
『
基
督
贖
罪
論
』
に
お
け
る
「
普
遍
」
が
ど
の
よ
う
な
原
語
の
翻
訳
語
で
あ
る
か
、
次
に
記
し
て
お
く
。
そ
の
例
言
に
よ
る
と
、「
一
本
書
は
北
米
合
衆
国
ニ
ュ
ジ
ョ
ル
シ
ー
州
ド
リ
ュ
神
學
校
組
織
神
學
教
授
、
博
士
ジ
ョ
ン
マ
イ
レ
ー
氏
の
原
著
「
ア
ト
子
メ
ン
ト
、
イ
ン
、
ク
ラ
イ
ス
ト
」
を
譯
述
し
た
る
も
の
な
り
」
と
見
え
、
そ
の
原
著
は
『A
T
O
N
EM
EN
T
IN
CH
RIST
』（JO
H
N
M
ILEY
,D
.D
.
一
八
八
一
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
著
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
ま
ず
第
四
節
「
贖
罪
の
普
遍
」
は
「4.U
niversality
of
A
tonem
ent.
」、
第
五
節
「
普
遍
の
恩
恵
」
は
「5.U
niversalO
verture
ofGrace.
」
に
当
た
る
。
そ
し
て
文
中
の
「
普
遍
の
贖
罪
」
は
「universal
atonem
ent
」、「
若
し
贖
罪
は
普
遍
な
り
と
せ
ば
」
は
「ifthe
atonem
ent
be
for
all
」、「
普
遍
性
」
は
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「universality
」
に
当
た
る
。
こ
れ
で
『
基
督
贖
罪
論
』
に
お
け
る
「
普
遍
」
は
「universal
」、「
普
遍
性
」
は
「universality
」
の
翻
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
上
記
の
よ
う
に
西
洋
の
近
代
概
念
を
日
本
国
内
に
紹
介
し
た
時
に
、
英
語
の
「general
」「universal
」
の
翻
訳
語
と
し
て
仏
教
用
語
の
「
普
遍
」
が
選
ば
れ
た
。「
普
遍
」
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
「
普
」
も
「
遍
」
も
〈
あ
ま
ね
し
〉
と
い
う
意
で
あ
り
、
意
味
的
に
「general
」
と
「universal
」
に
か
な
り
近
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
、「general
」
と
「universal
」
の
区
別
に
関
し
て
は
、
江
藤
裕
之
（
一
九
九
五
）
の
考
察
が
詳
し
い
。
普
通
の
言
語
生
活
に
お
い
て
こ
の
３
つ
の
語
（universal
general
allgem
ein
﹇
（
２０
）
com
m
on
﹈）
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
相
互
に
カ
バ
ー
し
て
い
る
部
分
も
か
な
り
多
い
。
辞
書
の
定
義
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
そ
う
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
哲
学
や
心
理
学
、
そ
し
て
社
会
学
な
ど
に
お
い
て
学
問
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、語
の
細
か
な
定
義
が
必
要
と
な
る
性
格
上
、
語
の
意
味
の
細
か
な
分
類
が
求
め
ら
れ（
２１
）る。
「
普
遍
」
の
誕
生
に
関
し
て
、
惣
郷
正
明
・
飛
田
良
文
の
『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』（
東
京
堂
一
九
八
六
）
に
よ
る
と
、
徳
谷
豊
之
助
・
松
尾
勇
四
郎
『
普
通
術
語
辞
彙
』（
敬
文
社
一
九
〇
五
）
が
一
番
早
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
記
の
示
し
た
よ
う
に
、『
普
通
術
語
辞
彙
』
に
収
録
さ
れ
る
前
に
既
に
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
、
よ
り
古
い
使
用
例
が
確
認
で
き
た
。
U
niveral
一
統
、
普
遍
、
全
稱
（
論
）
U
niverals
通
有
性
（（
２２
）論）
和
田
垣
謙
三
等
『
哲
学
字
彙
』（
東
京
大
学
三
学
部
一
八
八
一
）
U
niveral,a.
普
キ
。
博
キ
。
一
般
ノ
。
一
統
ノ
。
總
體
ノ
。
U
niveral,n.
總
體
。
一
統
。
普
遍
。
全
稱
。
U
niverality,n.
普
遍
。
一（
２３
）般
柴
田
昌
吉
・
子
安
峻
『
英
和
字
彙
二
版
』（
日
就
社
一
八
八
二
）
『
普
通
術
語
辞
彙
』（
敬
文
社
一
九
〇
五
）
よ
り
十
四
年
前
の
『
哲
学
字
彙
全
附
清
国
音
符
』（
東
京
大
学
三
学
部
一
八
八
一
）
に
既
に
「
普
遍
」
が
「U
niveral
」
の
訳
語
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
英
和
字
彙
二
版
』（
日
就
社
一
八
八
二
）
も
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
『
和
英
語
林
集
成
三
版
』（
ヘ
ボ
ン
一
八
八
六
）
で
は
、「com
m
on
＝
T
sureino,tsune
no,heizeino,fudan
no,heijitsu
no,nam
ino,arifureta,itsum
o
no.
」「general＝
ippan
no,tsureino,
taitei
no,
o-kata
no,
taigai
no.
」「univeral＝
A
m
aneki,
itto
no,
ippan
no,fu-tsu
no.
」
と
あ
る
。
漢
語
訳
語
と
し
て
「
一
般
、
普
通
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
普
遍
」
の
姿
は
見
当
た
ら
な
い
。「
普
遍
」
は
翻
訳
語
と
し
て
成
立
し
た
ば
か
り
で
、
十
分
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
筆
者
は
当
時
の
国
語
辞
典
を
も
調
べ
て
み
た
が
、
大
槻
文
彦
の
『
言
海
』（
一
八
八
六
年
完
成
）、山
田
美
妙
の
『
日
本
大
辞
書
』（
日
本
大
辞
書
発
行
所
一
八
九
二
）、
物
集
高
見
『
日
本
大
辞
林
』（
宮
内
省
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一
八
九
四
）、
藤
井
乙
男
・
草
野
清
民
の
『
帝
国
大
辞
典
』（
三
省
堂
一
八
九
六
）、
林
甕
臣
・
棚
橋
一
郎
の
『
日
本
新
辞
林
』（
三
省
堂
一
八
九
七
）、
落
合
直
文
『
こ
と
ば
の
泉
』（
大
倉
書
店
一
八
九
八
〜
九
九
）
に
は
い
ず
れ
も
「
普
遍
」
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。「
普
遍
」
が
初
め
て
国
語
辞
典
に
登
場
す
る
の
は
金
沢
庄
三
郎
『
辞
林
』（
三
省
堂
一
九
〇
七
）
で
あ
る
。
（
ふ‐
へ
ん
〔
普
遍
〕（
名
）
す
べ
て
の
も
の
に
及
ぶ
こ
と
、
残
る
く
ま
な
く
行
き
渡
る
こ
と
。
あ
ま
ね
き
こ（
２４
）と。
７
学
術
用
語
と
し
て
の
「
普
遍
」
『
漢
語
大
詞
典
』
を
め
ぐ
っ
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
哲
学
・
倫
理
学
の
用
語
と
し
て
の
「
普
遍
」
に
つ
い
て
は
、
現
代
中
国
語
と
現
代
日
本
語
と
は
驚
く
ほ
ど
一
致
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
れ
ら
の
学
術
用
語
は
日
本
か
ら
中
国
へ
輸
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
二
〇
一
七
年
三
月
に
韓
国
の
延
世
大
学
で
開
か
れ
た
「
国
際
学
術
研
究
会
近
代
に
お
け
る
翻
訳
と
文（
２５
）体」
に
参
加
し
て
、
藤
本
健
一
「
中
国
最
初
の
《
哲
学
辞
典
》
の
語
彙
―
日
中
哲
学
用
語
の
異
同
を
中
心
と
し
て
」
の
発
表
を
拝
聴
し
た
。
藤
本
の
考
察
に
よ
る
と
、中
国
最
初
の
哲
学
用
語
専
門
辞
典
と
さ
れ
る
樊
炳
清
の
『
哲
学
辞
典
』
（
上
海
商
務
印
書
館
一
九
二
六
）
は
朝
永
三
十
郎
編
集
の
『
哲
学
辞
典
』
（
宝
文
館
一
九
〇（
２６
）五）
を
底
本
と
し
て
い
る
。
朝
永
の
『
哲
学
辞
典
』
に
は
漢
字
語
が
一
五
二
四
語
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
四
四
一
語
（
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
樊
炳
清
『
哲
学
辞
典
』
に
確
認
で
き
た
と
し
、
樊
炳
清
は
辞
書
編
纂
に
際
し
て
朝
永
『
哲
学
辞
典
』
を
参
考
書
の
一
つ
と
し
た
と
判
断
で
き
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
藤
本
の
考
察
を
受
け
て
樊
炳
清
の
『
哲
学
辞
典
』
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
調
査
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
普
徧
論
英
U
niversalism
法
U
niversalism
e
徳
U
niversalism
us
①
哲
学
上
之
普
遍
論
、
與
實
念
論
同
解
。
謂
普
遍
概
念
、
存
乎
事
物
之
前
、
或
在
事
物
之
中
、
得
離
乎
個
別
而
自
存
者
、
是
也
。
②
倫
理
學
上
、
對
個
人
主
義
而
稱
。
以
致
力
於
團
體
或
社
會
國
家
、
為
個
人
之
道
徳
目
的
者
、
可
云
普
遍
論
。
③
宗
教
上
、
亦
有
得
加
以
普
遍
論
之
名
者
。
◯甲
神
性
之
善
及
愛
、
◯乙
基
督
代
人
贖
罪
之
範
圍
無
限
、
◯丙
人
性
完
善
之
可
能
性
、
人
人
皆
能
受
最
後
之
救
済
、
皆
是（
２７
）也。
普
遍
名
辭
英
Generalterm
法
T
erm
e
general
徳
A
llgenrenerT
erm
inus
猶
云
公
名
也
。
一
名
辭
而
能
即
若
干
箇
物
、
或
若
干
單
獨
事
象
、
指
出
其
通
共
之
特
徴
者
是
。
得
適
用
於
多
數
事
物
之
全
體
、
亦
得
就
一
事
一
物
而
各
各
適
用（
２８
）之。
普
徧
概
念
英
Generalconcept
法
N
otion
generale
徳
A
llgem
einbegriff
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従
多
數
之
特
殊
事
物
、
或
特
殊
境
地
中
、
看
取
其
一
定
之
通
徴
、
又
以
代
表
是
等
事
物
或
境
地
之
通
徴
、
存
諸
心
際
、
是
謂
普
？
概
念
。
就
中
含
有
兩
要
素
。（
其
一
）
即
單
純
之
心
像
。
此
心
像
、
有
就
其
事
物
其
境
遇
之
知
覺
、
而
再
現
於
吾
心
者
。
亦
有
所
再
現
、
但
為
代
表
的
符
號
的
知
覺
者
。
譬
今
云
「
馬
」、
此
一
普
徧
概
念
也
。
而
或
由
吾
所
向
來
認
識
之
白
馬
、
再
現
為
心
像
（
此
視
覺
的
再
現
。）
或
非
由
其
本
物
、
而
但
以
代
表
此
物
之
馬
字
、
或
馬
字
之
音
、
再
現
為
心
像
。（
由
文
字
則
為
視
覺
的
再
現；
由
語
言
則
為
聴
覺
的
心
像
。）（
其
二
）
即
指
此
心
像
之
内
容
。
謂
雖
未
有
心
像
之
形
式
、
現
乎
意
識
、
而
所
現
但
為
此
心
像
之
固
有
意
義
者
、
是
也
。
參
閲
観
念
、
概
念
、
一
般
概
念
各（
２９
）條。
紙
面
の
都
合
で
原
文
の
内
容
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
は
省
く
が
、
中
国
最
初
の
哲
学
用
語
専
門
辞
典
と
さ
れ
た
樊
炳
清
の
『
哲
学
辞
典
』
に
は
確
か
に
「
普
遍
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
哲
学
・
倫
理
学
な
ど
の
学
術
用
語
と
し
て
の
「
普
遍
」
は
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
見
ら
れ
る
。８
ま
と
め
「
普
遍
」
と
い
う
語
は
漢
訳
仏
典
に
お
け
る
造
語
で
あ
る
。
仏
教
世
界
に
お
け
る
「
普
遍
」
は
〈
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
〉
と
い
う
意
味
を
表
し
、
自
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。仏
教
は
人
々
の
生
活
と
緊
密
的
な
関
係
が
あ
り
、
次
第
に
仏
教
語
の
「
普
遍
」
が
次
第
に
日
常
語
化
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
仏
典
と
と
も
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
「
普
遍
」
は
古
代
中
国
語
に
お
け
る
一
般
語
化
は
生
じ
ず
、
幕
末
明
治
期
に
西
洋
の
学
問
が
東
ア
ジ
ア
に
及
び
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
日
本
の
学
者
は
「
普
遍
」
を
以
て
「universal
」
に
対
訳
し
た
。
現
時
点
で
「universal
」
の
対
訳
語
と
し
て
の
「
普
遍
」
は
『
哲
学
字
彙
全
附
清
国
音
符
』（
一
八
八
一
）
が
一
番
早
く
、
井
上
哲
次
郎
た
ち
が
中
国
側
の
「
英
華
字
典
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
造
語
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。そ
し
て
、新
し
く
造
語
さ
れ
た
「
普
遍
」
を
語
基
に
「
普
遍
主
義
」「
普
遍
数
学
」「
普
遍
性
」「
普
遍
妥
当
性
」「
普
遍
的
」「
普
遍
論
（
３０
）争」
な
ど
の
学
術
用
語
が
造
語
さ
れ
た
。
日
清
戦
争
以
降
、
中
国
で
は
富
国
強
兵
を
成
し
遂
げ
た
日
本
を
学
ぶ
機
運
が
高
ま
り
、
多
く
の
中
国
人
留
学
生
が
来
日
し
、
ま
た
、
多
く
の
日
本
人
教
頭
が
中
国
に
赴
い
た
。
そ
こ
で
、
日
本
で
成
立
し
た
「
普
遍
」
の
新
し
い
使
い
方
が
当
時
の
中
国
に
紹
介
さ
れ
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
使
用
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
古
代
中
国
語
で
は
「
普
遍
」
が
〈
よ
く
あ
る
、
一
般
〉
の
意
で
、
す
で
に
一
般
語
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
日
本
で
成
立
し
た
「
普
遍
」
の
新
し
い
使
い
方
は
哲
学
・
倫
理
学
な
ど
学
問
の
分
野
に
限
定
さ
れ
た
。
現
代
中
国
語
の
中
の
並
立
状
態
と
は
違
い
、
日
本
語
に
お
い
て
「
普
遍
」
は
最
初
か
ら
〈
す
べ
て
の
も
の
に
共
通
す
る
〉
と
い
う
意
味
で
成
立
し
た
た
め
、
日
常
語
と
学
問
用
語
と
の
ず
れ
が
な
い
の
で
あ
る
。
注
（
１
）
http://ccl.pku.edu.cn
英
語
名
はCenterforChinese
Linguistics
PK
U
（
２
）
中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所
詞
典
編
輯
室
『
現
代
漢
語
詞
典
』（
商
務
印
書
館
二
〇
一
二
）
一
〇
一
一
頁
（
３
）
日
本
語
訳
文
は
筆
者
に
よ
る
も
の
、
以
下
同
様
。
（
４
）
毛
沢
東
『
矛
盾
論
』（
人
民
出
版
社
一
九
七
五
）
（
５
）
出
典：
『
礼
記
正
義
』（
孔
頴
達
唐
）
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（
６
）
出
典：
『
五
灯
会
元
』（
普
済
一
二
五
二
）
（
７
）
こ
こ
の
出
世
は
仏
が
衆
生
を
救
う
た
め
こ
の
世
に
現
れ
る
こ
と
。
（
８
）
夏
征
農
他
『
辞
海
』（
上
海
辞
書
出
版
社
一
九
九
九
）
一
六
四
四
頁
（
９
）
惣
郷
正
明
・
飛
田
良
文
『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』（
東
京
堂
一
九
八
六
）
五
〇
八
頁
（
１０
）
仏
が
示
さ
れ
た
十
種
の
神
通
力
（
出
広
長
舌
、
毛
孔
放
光
、
一
時
謦
が
い
、
倶
共
弾
指
、
地
六
種
動
、
普
見
大
会
、
空
中
唱
声
、
咸
皆
帰
命
、
遙
散
諸
物
、
通
一
仏
土
）
の
一
。
（
１１
）
（
梵
）stūpa
の
音
写
。
仏
舎
利
を
安
置
し
た
り
、
供
養
・
報
恩
を
し
た
り
す
る
た
め
の
建
造
物
。
イ
ン
ド
・
中
国
で
は
土
石
や
磚
を
積
み
、
日
本
で
は
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
。
卒
塔
婆
の
こ
と
。
（
１２
）
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
一
九
八
八
）
一
一
八
一
頁
（
１３
）
織
田
得
能
『
仏
教
大
辞
典
』（
大
蔵
出
版
二
〇
〇
五
）
一
五
四
一
頁
（
１４
）
平
川
彰
『
仏
教
漢
梵
大
辞
典
』（
霊
友
会
二
〇
〇
三
）
六
〇
四
頁
（
１５
）
陸
費
達
等
『
中
華
大
字
典
』（
中
華
書
局
一
九
一
五
）
五
八
七
頁
（
１６
）
沈
国
威
「《
官
話
》（
１
９
１
６
）
及
其
譯
詞
―
―
以

新
詞

部
定
詞

為
中
心
」
（『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
』
二
〇
〇
八
年
三
）
一
一
八
頁
。「
ｃ
現
代
詞
語
（m
odern
term
s
）
主
要
来
自
古
典
漢
語
和
日
語
。
用
新
標
出
。」
（
１７
）
同
上
一
一
九
頁
。「《
官
話
》
的
新
詞
来
自
何
処
？
赫
美
玲
説

主
要
来
自
古
典
漢
語
和
日
語
、
叢
造
詞
的
角
度
看
、
主
要
貢
献
者
応
該
是
来
華
伝
教
士
和
日
本
人
。」
（
１８
）
同
上
一
二
六
頁
。「
日
本
的
訳
詞
是
部
定
詞
的
另
一
個
主
要
来
源
、
尽
管
部
定
詞
里
的
日
語
借
詞
用
遠
遠
少
于
新
詞
類
里
所
収
的
日
語
借
詞
、
但
是
名
詞
館
審
定
術
語
的
１
９
０
９
〜
１
９
１
０
年
、
很
多
日
語
詞
或
者
是
報
刊
上
常
用
的
詞
、
或
者
己
経
成
為
談
論
某
一
話
題
時
不
可
缺
少
的
関
鍵
詞
了
。」
（
１９
）
本
荘
太
一
郎
に
よ
る
凡
例
及
ビ
序
言
で
は
「
千
八
百
九
十
年
米
國
ボ
ス
ト
ン
府
ヒ
ー
ス
會
社
ノ
出
版
ニ
係
ル
」
と
し
て
い
る
が
、
原
本
の
表
紙
で
は
「BO
ST
O
N
:D
.C.
H
EA
T
H
&
CO
N
PA
N
Y
.1889.
」
と
し
て
い
る
。
（
２０
）
筆
者
が
つ
け
た
も
の
（
２１
）
江
藤
裕
之
「「
普
遍
」
と
「
一
般
」
の
差
異
に
つ
い
て：
語
源
か
ら
考
え
る
」（『
桐
朋
学
園
大
学
研
究
紀
要
』
一
九
九
五
）
一
二
七
頁
（
２２
）
和
田
垣
謙
三
等
『
哲
学
字
彙
』（
東
京
大
学
三
学
部
一
八
八
一
）
九
十
六
頁
（
２３
）
柴
田
昌
吉
・
子
安
峻
『
英
和
字
彙
二
版
』（
日
就
社
一
八
八
二
）
五
六
一
頁
（
２４
）
金
沢
庄
三
郎
『
辞
林
』（
三
省
堂
一
九
〇
七
）
一
三
七
一
頁
（
２５
）
二
〇
一
七
年
三
月
二
十
五
日
、
ソ
ウ
ル
延
世
大
学
校
。
延
世
大
学
校
言
語
情
報
研
究
院
と
漢
字
文
化
圏
近
代
語
研
究
会
共
催
（
２６
）
一
九
一
九
年
に
は
「
増
訂
八
版
」
が
発
行
さ
れ
た
。
（
２７
）
樊
炳
清
《
哲
學
辭
典
》（
上
海
商
務
印
書
館
一
九
二
六
）
六
八
八
頁
（
２８
）
樊
炳
清
《
哲
學
辭
典
》（
上
海
商
務
印
書
館
一
九
二
六
）
六
八
九
頁
（
２９
）
樊
炳
清
《
哲
學
辭
典
》（
上
海
商
務
印
書
館
一
九
二
六
）
六
八
九
頁
（
３０
）
宮
本
和
吉
等
『
岩
波
哲
学
辞
典
』（
大
蔵
省
印
刷
局
一
九
二
二
）
八
〇
四
〜
八
〇
六
頁
（
こ
し
ん
し
ょ
う
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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